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清初呉三桂の反乱平定後の雲南経営について

は　

じ　

め　

に

筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
論
考
の
中
で
、
雍
正
〜
乾
隆
初
年
に
か
け
て
の
清
朝
の
雲

南
経
営
の
実
態
を
、
当
時
の
総
督
で
あ
っ
た
鄂
爾
泰
・
張
允
隨
等
の
政
策
を
通
し

て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
鄂
爾
泰
主
導
の
も
と
大
規
模
な
「
改
土
帰
流
」
が
展
開

さ
れ
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
る
地
方
官
に
よ
る
内
地
同
様
の
統
治
が
広
が
っ
た
こ

と
、
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
る
洋
銅
の
減
少
と
と
も
に
雲
南
銅
の
需
要
が
高
ま
り
、

省
内
の
鉱
山
開
発
は
促
進
さ
れ
、
産
出
し
た
銅
の
京
師
輸
送
が
開
始
、
こ
れ
に
よ

り
輸
送
路
確
保
の
た
め
金
沙
江
開
鑿
工
事
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
）
1
（

。

こ
れ
ら
の
分
析
か
ら
、
こ
の
時
期
が
雲
南
或
い
は
西
南
地
域
に
お
け
る
一
つ
の

転
換
点
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
明
代
か
ら
続
く
漢
族
移
民
の
動
向
も
、

改
土
帰
流
と
雲
南
銅
採
掘
の
本
格
化
で
よ
り
活
発
と
な
り
、
急
激
に
増
加
し
膨
れ

あ
が
る
内
地
の
人
口
を
受
容
す
る
、
内
陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
も
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
至
る
ま
で
、
つ
ま
り
清
初
か
ら
康
熙
年
間
に
か
か

る
雲
南
の
状
況
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
お
ら
ず
、
詳
細
な

研
究
は
試
み
ら
れ
て
い
な
い
。

中
国
で
は
近
年
西
南
辺
境
に
つ
い
て
の
研
究
は
盛
ん
で
あ
り
、
多
種
多
様
な
論

考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
清
代
の
総
督
・
巡
撫
を
中
心
と
す
る
雲
南
地
方
行
政

の
総
合
的
な
研
究
は
未
だ
発
展
途
上
に
あ
る
。
個
々
の
事
象
を
分
析
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
を
通
し
て
清
朝
政
府
の
雲
南
経
営
に
対
す
る
思
惑
も
よ
り
明
ら
か
に

す
べ
き
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
清
初
の
雲
南
経
営
に
つ
い
て
、
特
に
呉
三
桂
に
よ
る
反
乱
、
い
わ
ゆ

る
三
藩
の
乱
平
定
後
の
こ
の
地
に
対
し
て
、
清
朝
政
府
は
ど
の
よ
う
な
政
策
を
展

開
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
反
乱
平
定
後
に
最
初
の
雲
南
貴
州
総
督

と
し
て
赴
任
し
た
蔡
毓
栄
の
雲
南
復
興
政
策
に
つ
い
て
注
目
す
る
。
主
な
史
料
と

し
て
、
雲
南
に
関
す
る
彼
の
上
奏
を
集
約
し
た
『
籌
滇
十
疏
』
を
取
り
上
げ
、
清

朝
が
い
か
に
こ
の
西
南
辺
境
の
地
を
治
め
よ
う
と
し
た
の
か
を
探
る
第
一
歩
と
し

た
い
。

と
こ
ろ
で
明
末
清
初
に
か
け
て
の
雲
南
社
会
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の

か
、
簡
単
に
概
略
を
述
べ
て
お
く
。

明
代
中
期
以
降
、
全
国
的
な
政
治
腐
敗
の
進
行
を
背
景
に
、
西
南
地
域
に
対
す

る
明
朝
の
統
制
力
は
明
ら
か
に
低
下
し
、
徐
々
に
各
地
で
官
府
に
対
す
る
非
漢
民

族
の
反
抗
が
広
が
り
、
土
司
に
よ
る
紛
争
や
官
府
へ
の
抵
抗
運
動
も
頻
発
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

清
初
呉
三
桂
の
反
乱
平
定
後
の
雲
南
経
営
に
つ
い
て

│
蔡
毓
栄
と
『
籌
滇
十
疏
』
を
中
心
に
│

森　

永　
　

恭　

代
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ま
た
そ
の
最
末
期
に
は
李
自
成
と
同
時
期
に
蜂
起
し
た
張
献
忠
が
、
四
川
を
拠

点
と
し
て
華
南
一
帯
に
勢
力
を
拡
げ
た
。
し
か
し
そ
の
瓦
解
と
と
も
に
、
配
下
の

孫
可
望
・
李
定
国
等
の
残
存
勢
力
が
雲
南
・
貴
州
方
面
へ
侵
入
し
た
。
永
暦
帝
を

擁
す
る
南
明
政
権
は
彼
ら
と
合
流
し
て
昆
明
に
終
結
し
、
そ
の
命
脈
を
保
と
う
と

し
た
が
、
南
下
し
て
き
た
清
軍
は
、
平
西
王
呉
三
桂
の
指
揮
の
下
で
西
南
地
域
一

帯
を
蹂
躙
し
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
永
暦
帝
は
緬
甸
（
現
在
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
ま
で

逃
亡
す
る
も
つ
い
に
捕
ら
え
ら
れ
、
南
明
政
権
は
こ
こ
に
消
滅
し
た
。

順
治
十
六
年
（
一
六
五
九
）
清
軍
の
雲
南
平
定
が
成
り
、
清
朝
政
府
は
こ
こ
に

総
督
・
巡
撫
を
設
置
し
軍
を
駐
留
さ
せ
、
支
配
体
制
を
整
え
始
め
た
。
清
朝
の
地

方
統
治
は
、
明
朝
の
督
撫
制
度
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た

だ
西
南
地
域
に
関
し
て
は
、
非
漢
民
族
が
多
く
集
住
し
、
複
雑
な
社
会
環
境
を
形

成
し
て
お
り
、
ま
た
過
酷
な
自
然
環
境
も
相
ま
っ
て
、
清
朝
は
満
州
及
び
蒙
古
八

旗
の
駐
留
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。
そ
こ
で
呉
三
桂
の
軍
勢
を
そ
の
ま
ま
駐
留
さ

せ
て
実
質
的
な
統
治
を
任
せ
、
呉
三
桂
は
昆
明
に
そ
の
拠
点
を
置
い
た
。
同
時
に

置
か
れ
た
総
督
・
巡
撫
は
、
呉
の
上
奏
に
よ
り
そ
の
統
制
下
に
入
る
こ
と
と
な
り
、

行
政
府
は
貴
州
省
貴
陽
と
さ
れ
た
）
2
（

。
呉
三
桂
は
清
朝
の
中
国
支
配
に
寄
与
す
る

数
々
の
功
績
を
背
景
に
、
西
南
一
帯
に
独
裁
的
支
配
を
敷
き
、
中
央
政
府
の
影
響

力
が
及
ば
な
い
独
自
の
王
国
を
築
い
た
。

康
熙
十
二
年
（
一
六
七
三
）
呉
三
桂
は
康
熙
帝
の
撤
藩
命
令
に
反
発
し
、「
興

明
討
虜
」
を
掲
げ
広
東
の
尚
之
信
、
福
建
の
耿
精
忠
と
連
携
し
て
三
藩
の
乱
を
起

こ
し
た
。
こ
の
反
乱
に
よ
り
再
び
西
南
地
域
は
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
康
熙
二
十

年
（
一
六
八
一
）
に
な
っ
て
よ
う
や
く
終
息
し
た
。
呉
氏
勢
力
は
一
掃
さ
れ
、
清

朝
に
よ
る
本
格
的
な
雲
南
の
直
接
統
治
が
始
ま
る
の
は
こ
の
時
か
ら
で
あ
る
。
西

南
地
域
に
お
い
て
総
督
・
巡
撫
が
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
地
方
官
と
し
て
、
よ
う

や
く
本
来
の
責
務
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
最
初
の
雲
貴
総
督
と
し
て
康

熙
二
十
一
年
（
一
六
八
二
）
に
就
任
し
た
の
が
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
蔡
毓
栄
で

あ
る
。

第
一
章　

蔡
毓
栄
に
つ
い
て

蔡
毓
栄
に
つ
い
て
は
、『
清
史
稿
』
を
は
じ
め
諸
史
料
に
そ
の
人
物
伝
が
残
さ

れ
て
い
る
）
3
（

。
本
章
で
は
そ
れ
ら
の
記
述
に
基
づ
き
経
歴
を
紹
介
す
る
。
表（
1
）の

年
表
も
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
康
熙
帝
が
総
督
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
高

く
評
価
し
た
と
さ
れ
る
、
三
藩
の
乱
平
定
に
際
し
て
の
彼
の
武
功
に
つ
い
て
も
ま

と
め
る
）
4
（

。

（
1
）
経
　
歴

字
は
仁
庵
、
漢
軍
正
白
旗
人
で
あ
る
。
本
籍
は
錦
州
（
現
在
の
遼
寧
省
）
で
、

順
治
年
間
に
漕
運
総
督
・
兵
部
尚
書
を
努
め
た
蔡
士
英
の
次
子
で
あ
る
。
中
央
に

お
い
て
刑
部
侍
郎
・
吏
部
侍
郎
な
ど
を
歴
任
後
、
康
熙
九
年
（
一
六
七
〇
）
四
川

湖
広
総
督
に
任
じ
ら
れ
荊
州
に
駐
在
し
、
地
方
行
政
の
実
績
を
積
む
こ
と
と
な
っ

た
。
特
に
四
川
は
張
献
忠
政
権
や
そ
の
後
の
清
軍
侵
攻
に
よ
り
荒
廃
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
復
興
に
関
し
て
の
政
策
実
行
が
急
務
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
四
川
湖
広
総
督
に
就
任
し
て
数
年
後
の
康
熙
十
二
年
（
一
六
七
三
）、

康
熙
帝
の
三
藩
撤
去
の
命
に
反
発
し
て
平
西
親
王
呉
三
桂
が
挙
兵
し
、
他
の
二
藩

も
呼
応
し
て
華
南
一
帯
を
戦
場
と
す
る
大
規
模
反
乱
、
三
藩
の
乱
が
勃
発
し
た
。

蔡
毓
栄
の
元
に
も
、
早
々
に
当
時
の
雲
貴
総
督
甘
文
焜
か
ら
呉
三
桂
挙
兵
の
報
が

届
き
、
直
ち
に
隣
接
す
る
貴
州
方
面
へ
総
兵
官
等
を
派
遣
し
て
い
る
。
康
熙
帝
は

反
乱
鎮
圧
の
た
め
、
ま
ず
大
将
軍
勒
爾
錦
率
い
る
清
軍
を
荊
州
に
派
遣
し
、
蔡
毓

栄
は
清
軍
を
養
う
た
め
の
兵
餉
調
達
に
奔
走
し
た
。
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表（ 1）　蔡毓栄年表　（主な参考史料：『清史稿』巻256列伝43、『碑傳集』巻66「蔡毓栄伝」、『清史列伝』巻 7）
　○蔡毓栄（さい・いくえい）　　？年～康熙38年（1699）　　字：仁庵　漢軍正白旗人
　　父・蔡士英（さい・しえい）：｢初籍錦州。從祖大壽來降。｣、順治年間中に江西巡撫、漕運総督など歴任、｢順治十三年、卒、諡襄敏。｣ ｢毓栄、其次子也。｣（『清史稿』参照）

康熙 9

　　12

　　13

　　14

　　17

※生年不詳、康熙初には刑部侍郎、吏部侍郎を歴任

4月四川湖広総督に就任し、荊州に駐在、招民開墾など上奏

12月雲貴総督甘文焜の一報で呉三桂の挙兵を知り、沅州総兵崔世祿らを率いて貴州
省の守備に向かった
　　　　↓　反乱の報を受け
康熙帝は順承郡王勒爾錦を大将軍として八旗兵による呉三桂討伐軍を組織、まず荊
州に駐留させ、毓栄に ｢督餉｣ を命じた

2月毓栄は湖広総督への専従を命じられ、また先の ｢招民墾荒｣ の功績が認められ
兵部尚書が加えられた
※この時既に呉三桂軍は沅州を陥落させ、さらに常徳・ 州・長沙・岳州も相継い
で落としていた

　　　　↓　これを受け
4月吏兵二部は沅州等陥落の失態により革職すべしと進言、しかし康熙帝は留任し
｢戴罪図功｣ するよう命じた

8月康熙帝は清軍の湖南進軍を指示、毓栄にも協力するよう要請
またこの月 ｢丁父憂｣（義父のことか？）、しかし ｢在任守制｣ を命じられる

勒爾錦は緑旗兵援剿二営七千名の増設を請い、これが認められ毓栄はその管轄を命
じられた

3月毓栄は貝勒尚善に従い、緑旗兵五千を率いて岳州へ進攻

6月討逆将軍鄂納らと船八百余で洞庭湖に進入し、呉軍を大いに破った
　　　　↓　この年
呉三桂が衡州で病死、孫の呉世璠は一旦軍を撤退、この機に清軍は岳州及び長沙・
衡州をおさえた

康熙18

　　19

　　20

　　21

　　22

　　25

　　38

呉軍支配下の辰州・沅州攻略に関する毓栄の上奏を受け、康熙帝は毓栄を綏遠将軍
に任じ、総督董衛国・周有徳らを指揮下に置いた
※翌年 3月には辰州・沅州・瀘溪・ 浦・麻陽諸県を回復した

8月毓栄は呉世璠を「招撫」すること求めるが、康熙帝はこれを却下した
この年清軍は貴州省へ進攻し、貴陽をおさえた

3月清軍は雲南へ進攻、呉軍は大敗し11月呉世璠が自殺、雲南は平定された
毓栄は湖広総督に復職した

6月雲貴総督に調せられ、兵部尚書を加えられた
※10月『籌滇十疏』を上奏、以後多くの雲南復興策を提案

反乱征討中に毓栄が「不聴調度」として弾劾した董衛国について、「誣告」と判断
され毓栄は「削五級」を受けた

閏 4月総督倉場侍郎、10月兵部侍郎となる

12月領侍衛内大臣 国維らの告発により、毓栄の子・琳が侍衛納爾泰に銀九百を渡
していたこと、また毓栄が呉三桂の孫娘を愛妾とし逆賊を逃していたことが発覚
　　　　↓　これに対し
家財没収の上、毓栄・琳ともに黒竜江へ送られた
※後に赦免された

死去
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康
熙
十
三
年
（
一
六
七
四
）
蔡
毓
栄
は
こ
れ
ま
で
の
「
招
民
墾
荒
」
の
功
績
に

よ
り
兵
部
尚
書
を
加
え
ら
れ
、
湖
広
総
督
に
専
従
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
呉
三
桂
軍
の
進
撃
は
凄
ま
じ
く
、
貴
州
に
隣
接
す
る
湖
南
西
部
の
沅

州
を
皮
切
り
に
、
管
轄
下
の
常
徳
・
澧
州
・
長
沙
・
岳
州
が
相
次
い
で
反
乱
軍
に

よ
り
陥
落
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
責
任
か
ら
毓
栄
は
官
位
を
剥
奪
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
が
、
康
熙
帝
よ
り
「
戴
罪
図
功
」
を
命
じ
ら
れ
留
任
し
、
こ
の
年
に
父

を
亡
く
す
も
「
在
任
守
制
」
し
て
雪
辱
を
期
す
こ
と
と
な
っ
た
。

当
初
破
竹
の
勢
い
で
華
南
一
帯
を
支
配
下
に
置
き
、
優
勢
を
誇
っ
た
反
乱
軍
で

あ
っ
た
が
、
康
熙
十
七
年
（
一
六
七
八
）
に
呉
三
桂
が
病
死
し
た
こ
と
で
失
速
し
、

形
勢
は
次
第
に
逆
転
し
て
い
っ
た
。
清
軍
は
洞
庭
湖
で
反
乱
軍
を
大
々
的
に
破
り
、

続
け
て
岳
州
・
長
沙
・
衡
州
を
奪
還
、
新
た
に
呉
世
璠
が
率
い
た
反
乱
軍
を
徐
々

に
追
い
詰
め
て
い
っ
た
。
康
熙
十
八
年
（
一
六
七
九
）
蔡
毓
栄
は
綏
遠
将
軍
に
任

じ
ら
れ
、
彼
の
率
い
る
緑
旗
兵
は
貴
州
・
雲
南
へ
と
さ
ら
に
西
へ
進
攻
し
、
翌
年

十
月
に
は
総
督
・
巡
撫
が
駐
在
す
る
清
朝
の
行
政
拠
点
貴
陽
府
を
回
復
す
る
に

至
っ
た
。
康
熙
二
十
年
（
一
六
八
一
）
い
よ
い
よ
清
軍
は
雲
南
省
城
（
昆
明
）
へ

進
攻
し
、
同
年
十
一
月
呉
世
璠
が
自
殺
し
た
こ
と
で
反
乱
軍
は
一
気
に
崩
壊
し
、

続
々
清
軍
に
投
降
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
長
ら
く
呉
氏
勢
力
の
支
配
下
に
あ
っ
た

西
南
地
域
は
平
定
さ
れ
、
清
朝
政
府
に
よ
る
実
質
支
配
が
開
始
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

反
乱
終
息
後
は
ま
た
湖
広
総
督
の
職
に
復
帰
し
た
蔡
毓
栄
で
あ
っ
た
が
、
康
熙

二
十
一
年
（
一
六
八
二
）
に
雲
貴
総
督
に
抜
擢
さ
れ
、
長
期
に
わ
た
る
戦
乱
で
疲

弊
し
た
西
南
地
域
の
復
興
を
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
康
熙
十
三
年
（
一
六
七

四
）
か
ら
雲
南
布
政
使
を
勤
め
、
反
乱
討
伐
に
も
従
事
し
た
王
継
文
が
同
時
に
雲

南
巡
撫
に
就
任
し
、
康
熙
二
十
五
年
（
一
六
八
六
）
ま
で
こ
の
両
者
に
よ
る
雲
南

行
政
が
展
開
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
康
熙
二
十
五
年
閏
四
月
に
雲
貴
総
督
退
任
後
、
思
わ
ぬ
事
実
が
発
覚

し
た
。
内
大
臣

国
維
等
の
上
疏
に
よ
り
、
毓
栄
の
息
子
・
琳
が
侍
衛
納
爾
泰
に

賄
賂
と
し
て
銀
九
百
を
贈
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
内
務
府
に
よ
れ
ば

毓
栄
は
雲
南
に
入
っ
た
折
、
呉
三
桂
の
孫
娘
を
妾
と
し
て
隠
匿
し
、
逆
賊
一
党
を

見
逃
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
）
5
（

。
こ
れ
に
よ
り
毓
栄
は
そ
の

罪
を
問
わ
れ
て
家
産
没
収
の
上
、
息
子
と
共
に
黒
竜
江
へ
送
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

の
ち
許
さ
れ
て
内
地
へ
帰
還
す
る
も
、
康
熙
三
十
八
年
（
一
六
九
九
）
そ
の
生
涯

を
閉
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
2
）
反
乱
平
定
に
お
け
る
功
績

反
乱
軍
と
の
戦
い
に
お
い
て
、
蔡
毓
栄
は
最
初
こ
そ
管
轄
す
る
湖
広
の
各
主
要

都
市
を
奪
わ
れ
痛
手
を
負
っ
た
が
、
そ
の
後
は
目
覚
ま
し
い
活
躍
で
反
撃
に
出
た
。

例
え
ば
現
地
の
総
督
を
勤
め
る
関
係
か
ら
、
自
然
地
理
を
よ
く
把
握
し
た
上
で

清
軍
に
戦
略
を
提
案
し
た
。
洞
庭
湖
を
中
心
に
河
川
が
交
錯
す
る
湖
広
地
域
で
は
、

陸
上
戦
を
主
に
想
定
す
る
八
旗
・
緑
営
軍
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
水
上
戦
に

も
備
え
て
戦
艦
及
び
水
軍
が
必
須
で
あ
る
と
提
案
し
た
。
清
軍
を
統
括
す
る
大
将

軍
勒
爾
錦
は
兵
部
・
戸
部
と
協
議
の
上
、
荊
州
及
び
岳
州
に
水
師
営
を
組
織
す
る

こ
と
と
し
た
。
こ
れ
が
「
荊
楚
咽
喉
」
と
も
称
さ
れ
る
湖
広
の
重
要
都
市
・
岳
州

を
回
復
す
る
た
め
の
一
助
と
な
り
、
康
熙
十
七
年
（
一
六
七
八
）
六
月
毓
栄
と
討

逆
将
軍
鄂
納
は
八
〇
〇
余
の
船
団
を
率
い
て
洞
庭
湖
へ
展
開
、
多
数
の
敵
船
を
沈

め
、
斬
っ
た
賊
軍
の
首
級
千
余
に
の
ぼ
る
大
勝
利
を
得
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
清
軍
は
岳
州
城
包
囲
網
を
さ
ら
に
強
固
に
し
、
城
内
の

反
乱
軍
に
対
す
る
増
援
と
糧
食
補
給
の
通
路
を
寸
断
し
た
。
城
内
の
反
乱
軍
は
困

窮
し
、
リ
ー
ダ
ー
呉
三
桂
の
死
が
こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
、
後
継
で
あ
る
呉
世
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清初呉三桂の反乱平定後の雲南経営について

璠
は
反
乱
軍
を
率
い
て
岳
州
か
ら
撤
退
、
以
降
清
軍
は
勢
い
に
乗
り
、
長
沙
・
衡

州
・
常
徳
な
ど
の
地
を
次
々
回
復
し
て
い
っ
た
。

い
よ
い
よ
呉
氏
勢
力
の
本
拠
地
で
あ
る
貴
州
・
雲
南
に
迫
る
に
際
し
て
は
、
毓

栄
は
綏
遠
将
軍
に
任
じ
ら
れ
、
湖
広
西
部
の
辰
州
・
沅
州
を
攻
略
、
さ
ら
に
貴
州

へ
進
軍
し
、
康
熙
十
九
年
（
一
六
八
〇
）
十
月
反
乱
軍
の
夏
国
相
ら
が
率
い
る
二

万
の
軍
勢
と
対
峙
し
、
こ
れ
を
破
っ
て
清
朝
政
府
が
行
政
府
を
置
い
て
い
た
貴
陽

を
奪
取
し
た
。
こ
の
よ
う
に
蔡
毓
栄
は
戦
況
転
換
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
戦
い

を
制
す
る
の
に
貢
献
し
、
数
々
の
戦
功
を
打
ち
立
て
て
い
る
。

ま
た
毓
栄
は
戦
い
自
体
に
勝
利
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
付
随
す
る
事
項
に

つ
い
て
も
評
価
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
。

主
と
し
て
八
旗
兵
中
心
に
編
制
さ
れ
る
清
軍
の
軍
規
に
関
し
て
、
毓
栄
は
進
軍

し
た
先
の
一
般
民
衆
及
び
そ
の
家
財
や
農
地
に
対
す
る
暴
行
・
掠
奪
を
厳
禁
し
た
。

現
地
で
の
軍
備
・
糧
食
調
達
は
非
常
に
困
難
で
常
に
欠
乏
状
態
に
あ
り
、
他
の
将

軍
や
諸
大
臣
の
な
か
に
は
掠
奪
も
や
む
な
し
と
す
る
風
潮
が
あ
っ
た
。
だ
が
毓
栄

は
「
用
撫
者
七
、
用
剿
者
三
」
の
原
則
を
堅
持
し
、
み
だ
り
に
殺
害
・
強
奪
・
破

壊
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
投
降
兵
の
扱
い
に
対
し
て

も
見
ら
れ
、
武
力
に
よ
る
徹
底
的
な
鎮
圧
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
劣
勢
に
立
っ

た
敵
に
対
し
積
極
的
に
投
降
を
勧
告
し
た
。
反
清
勢
力
を
「
招
撫
」
し
寛
大
な
処

置
を
と
る
こ
と
で
、
清
朝
の
権
威
を
高
め
、
ま
た
戦
闘
中
に
は
敵
を
知
る
先
導
者

と
し
て
利
用
し
、
戦
況
を
優
位
に
す
る
手
段
と
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
蔡
毓
栄
は
戦
闘
に
お
い
て
は
優
れ
た
洞
察
力
と
戦
略
で
、
後

半
の
清
軍
巻
き
返
し
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
ま
た
清
軍
の
規
律
を
正
し
、
投
降
兵

に
は
清
朝
の
寛
容
を
示
し
、
戦
時
下
の
湖
広
・
貴
州
・
雲
南
の
民
衆
に
も
安
心
を

与
え
、
そ
の
信
頼
を
得
た
の
で
あ
る
。

第
二
章　

蔡
毓
栄
に
よ
る
雲
南
復
興
策

（
1
）『
籌
滇
十
疏
』
に
み
る
雲
南
復
興
策

蔡
毓
栄
は
康
熙
二
十
一
年
（
一
六
八
二
）
か
ら
康
熙
二
十
五
年
（
一
六
八
六
）

ま
で
約
四
年
間
雲
貴
総
督
の
地
位
に
あ
っ
て
、
度
重
な
る
戦
乱
に
疲
弊
し
た
西
南

地
域
の
復
興
の
た
め
、
多
く
の
政
策
を
提
案
し
実
践
し
た
。
彼
の
実
施
し
た
雲
南

復
興
策
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
現
在
『
籌
滇
十
疏
』
と

し
て
残
さ
れ
て
い
る
彼
の
一
連
の
上
奏
文
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
毓
栄
が
雲
南

の
復
興
と
今
後
の
発
展
に
必
要
と
考
え
た
政
策
が
、
十
の
項
目
に
分
け
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
康
熙
『
雲
南
通
志
』
芸
文
志
を
は
じ
め
、
道
光
『
雲
南
通
志
』
雑
著
、

師
範
の
『
滇
繋
』
芸
文
な
ど
、
雲
南
に
関
す
る
地
方
志
を
中
心
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
『
清
史
稿
』
な
ど
の
蔡
毓
栄
の
列
伝
の
中
に
も
そ
の
概
略
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

本
節
で
は
方
国
瑜
主
編
『
雲
南
史
料
叢
刊
』
第
八
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の

を
主
に
参
照
し
、
以
後
そ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
、
蔡
毓
栄
の
政
策
を
通

し
て
清
朝
が
反
乱
平
定
後
の
雲
南
復
興
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
を
見
て
い

く
こ
と
に
す
る
）
6
（

。

さ
て
『
十
疏
』
の
十
項
目
と
は
、「
請

荒
」「
制
土
人
」「
靖
逋
逃
」「
議
理

財
」「
酌
安
插
」「
収
軍
器
」「
議
捐
輸
」「
弭
野
盗
」「
敦
実
政
」「
挙
廃
墜
」
で
あ

る
。
タ
イ
ト
ル
を
見
る
だ
け
で
も
、
当
時
の
雲
南
復
興
に
必
要
な
内
容
が
お
よ
そ

理
解
で
き
る
。「
制
土
人
」
な
ど
は
、
多
数
の
非
漢
民
族
が
存
在
す
る
雲
南
な
ら

で
は
の
項
目
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
内
容
の
重
な
る
部
分
も
あ
り
、
項

目
別
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
そ
の
目
的
で
整
理
す
る
と
、
主
に
治
安
・
軍
事
と
経
済
の

二
つ
の
方
面
に
政
策
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
治
安
・
軍
事
面
で
は
、
清
朝
に
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よ
る
直
接
統
治
の
安
定
化
を
図
る
た
め
の
最
善
策
が
述
べ
ら
れ
、
そ
し
て
経
済
面

で
は
農
産
業
の
復
興
に
よ
る
雲
南
経
済
の
回
復
が
中
心
と
な
る
。
こ
の
二
方
面
に

付
随
す
る
形
で
社
会
秩
序
の
立
て
直
し
の
た
め
、
反
乱
軍
の
残
党
や
野
盗
の
取
り

締
ま
り
、
儒
学
に
よ
る
民
衆
教
化
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
軍
事
・

経
済
に
関
わ
る
政
策
の
中
で
も
、
雲
南
に
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
土
司
や
土
地
制
度

の
転
換
、
鉱
物
資
源
の
利
用
に
注
目
し
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
『
十
疏
』
の
う
ち
で

も
、
第
二
疏
「
制
土
人
」
と
第
四
疏
「
議
理
財
」
に
お
い
て
特
に
詳
細
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

呉
三
桂
の
反
乱
平
定
後
、
西
南
地
域
は
八
年
間
続
い
た
呉
氏
の
専
制
統
治
か
ら
、

よ
う
や
く
清
朝
の
実
質
的
な
支
配
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
経
過
は

ど
の
よ
う
に
進
む
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。
雲
南
経
営
の
最
初
の
指
針
を
毓
栄
の
政

策
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
土
司
制
度
と
軍
備
の
増
強
）

清
朝
は
西
南
地
域
へ
進
攻
し
た
当
初
か
ら
、
そ
の
統
治
方
法
と
し
て
元
明
以
来

の
土
司
制
度
を
踏
襲
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
た
。
い
ま
だ
南
明
政
権
を
は
じ
め
と

す
る
抗
清
勢
力
が
存
在
す
る
中
で
、
当
地
の
非
漢
民
族
の
反
発
に
よ
る
不
要
な
武

力
衝
突
を
避
け
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
土
司
を
そ
の
ま
ま
承
認
し
、

そ
の
帰
順
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
「
撫
綏
」
の
姿
勢
は
康
熙
年
間
に
お
い
て
も
同

様
で
、
雍
正
年
間
に
大
規
模
な
改
土
帰
流
が
行
わ
れ
る
ま
で
、
基
本
的
に
変
わ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
）
7
（

。

し
か
し
呉
三
桂
の
独
裁
下
に
お
い
て
は
、
督
撫
が
呉
の
統
制
下
に
置
か
れ
た
こ

と
で
、
土
司
管
理
に
中
央
政
府
の
意
向
は
必
ず
し
も
反
映
さ
れ
ず
、
呉
個
人
の
権

限
で
「
偽
職
銜
」
が
濫
発
さ
れ
、
逆
に
土
司
勢
力
を
助
長
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
た
。
こ
の
点
を
蔡
毓
栄
は
『
十
疏
』
中
の
「
制
土
人
」
の
中
で
指
摘
し
、

「
流
官
節
制
」
の
も
と
で
「
夷
を
以
て
夷
を
治
む
」
こ
と
こ
そ
重
要
と
唱
え
て
い
る
。

そ
こ
で
清
朝
は
反
乱
平
定
後
、
呉
が
与
え
た
「
偽
職
銜
」
を
廃
し
、
改
め
て
清

朝
か
ら
正
式
な
土
司
と
し
て
の
職
銜
を
授
与
し
、
逆
に
呉
に
地
位
を
奪
わ
れ
た
も

の
に
は
元
の
職
銜
を
回
復
し
て
、
清
朝
こ
そ
が
正
統
な
権
威
で
あ
る
こ
と
を
示
し

た
。
同
時
に
土
司
に
対
す
る
統
制
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
格
に
し
、
反
抗
す
る
土

司
に
対
し
て
は
、
綿
密
な
計
画
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
が
散
発
的
に
改
土
帰
流

が
行
わ
れ
た
）
8
（

。

ま
た
清
朝
に
よ
る
実
質
統
治
が
開
始
さ
れ
た
と
は
い
え
、
地
方
官
を
雲
南
全
土

に
派
遣
す
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
社
会
秩
序
も
不
安
定
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。
土
司

や
非
漢
民
族
勢
力
の
強
い
地
域
で
は
、
い
つ
清
朝
に
対
す
る
反
発
が
起
き
る
と
も

限
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
牽
制
し
て
、
軍
備
の
増
強
も
図
ら
れ
た
。

順
治
十
六
年
（
一
六
五
九
）
清
軍
は
前
年
の
貴
州
攻
略
に
続
け
て
雲
南
を
占
領

し
、
西
南
地
域
に
も
総
督
・
巡
撫
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
全
国
へ
統
治

を
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
の
軍
事
力
拡
大
も
必
要
と
な

る
。
だ
が
こ
れ
ま
で
の
八
旗
兵
の
兵
力
の
み
で
は
、
も
は
や
大
幅
に
不
足
の
状
態

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
清
朝
は
投
降
し
た
明
朝
軍
兵
に
よ
る
緑
営
軍
を
組
織

し
た
。
雲
南
に
お
い
て
も
省
城
の
主
力
守
備
軍
と
し
て
、
ま
ず
漢
人
兵
士
に
よ
る

総
督
直
属
軍
で
あ
る
督
標
四
営
四
千
名
が
配
置
さ
れ
た
。
当
初
雲
南
に
進
攻
し
そ

の
ま
ま
駐
留
し
た
八
旗
兵
は
八
千
四
百
名
、
そ
こ
に
新
た
に
組
織
さ
れ
た
緑
営
兵

は
徐
々
に
数
を
増
や
し
、
二
年
後
の
順
治
十
八
年
（
一
六
六
一
）
に
は
五
万
三
千

名
に
の
ぼ
り
、
雲
南
緑
営
兵
の
数
は
こ
の
と
き
歴
代
最
大
数
を
誇
っ
た
。
そ
の
後

康
熙
七
年
（
一
六
六
八
）
に
は
調
整
が
加
え
ら
れ
三
万
三
千
百
名
と
な
っ
た
）
9
（

。
設

置
さ
れ
た
緑
営
の
運
営
に
関
し
て
は
、
明
代
の
衛
所
制
に
な
ら
い
屯
田
に
よ
っ
て

経
済
面
を
支
え
る
こ
と
と
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
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雲
南
行
政
府
に
緑
営
が
整
え
ら
れ
る
一
方
で
、
呉
三
桂
は
ま
た
こ
れ
と
は
別
に

藩
兵
と
し
て
大
規
模
な
私
設
軍
隊
を
保
持
し
、
後
に
蜂
起
し
た
際
に
は
そ
の
巨
大

な
軍
事
力
を
も
っ
て
、
一
時
は
華
南
一
帯
を
支
配
下
に
治
め
た
の
で
あ
る
。

さ
て
反
乱
平
定
を
経
た
後
に
は
、
雲
貴
総
督
蔡
毓
栄
の
も
と
督
標
は
四
営
四
千

名
か
ら
五
営
五
千
名
に
増
加
さ
れ
）
10
（

、
以
後
も
総
督
に
限
ら
ず
巡
撫
・
提
督
配
下
の

軍
も
増
員
さ
れ
た
。
省
城
の
あ
る
東
部
の
昆
明
と
西
部
の
大
理
を
中
心
に
広
が
る

交
通
網
と
中
小
都
市
を
守
備
す
る
た
め
、
各
地
に

塘
を
置
い
て
緑
営
兵
を
配
置

し
、
雲
南
の
防
衛
体
制
を
整
え
、
土
司
勢
力
へ
統
制
を
強
め
て
い
っ
た
。

そ
の
後
結
果
と
し
て
、
康
熙
三
十
一
年
（
一
六
九
二
）
に
は
雲
南
緑
営
兵
は
三

標
七
鎮
六
協
七
営
、
兵
士
総
数
四
万
二
千
名
と
な
り
、
全
国
的
に
見
て
も
緑
営
兵

が
比
較
的
多
く
駐
在
す
る
地
域
と
な
っ
た
）
11
（

。
こ
う
し
て
清
朝
は
治
安
の
安
定
化
を

図
り
、
呉
三
桂
に
代
わ
る
実
質
的
統
治
者
と
し
て
の
存
在
を
強
め
て
い
っ
た
。

（
土
地
開
墾
と
鉱
物
資
源
の
活
用
）

雲
南
の
経
済
回
復
で
先
ず
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
呉
三
桂
の
独
裁
的
支
配
に
よ

る
土
地
専
有
か
ら
の
解
放
と
、
戦
乱
で
荒
廃
し
放
置
さ
れ
た
荒
地
の
開
墾
で
あ
る
。

清
初
に
お
い
て
政
府
は
戦
乱
後
の
経
済
回
復
を
目
指
し
、
賦
税
・
徭
役
の
減
免
や

開
墾
奨
励
を
全
国
的
に
政
策
展
開
し
、｢

軽
徭
薄
賦
」
の
方
針
は
雲
南
で
も
例
外

で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
呉
三
桂
支
配
が
長
く
続
き
、
ま
た
元
来
多
く
の
非
漢
民

族
が
集
住
し
、
地
理
的
に
も
特
異
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
事
情
は
他
省
よ
り

さ
ら
に
複
雑
で
あ
っ
た
。

明
代
雲
南
は
建
国
の
功
臣
で
も
あ
る
沐
英
が
傅
有
徳
等
と
共
に
進
攻
・
平
定
し

て
以
来
、
沐
氏
一
族
が
世
襲
に
よ
り
こ
の
地
を
支
配
し
て
き
た
）
12
（

。
沐
氏
は
多
数
の

荘
園
を
所
有
し
て
お
り
、
他
の
官
僚
等
が
所
有
す
る
分
も
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
総

数
は
百
万
畝
以
上
に
上
り
、
当
時
の
雲
南
全
体
の
耕
地
面
積
の
三
分
の
一
を
占
め

る
と
さ
れ
て
い
た
）
13
（

。
雲
南
へ
進
攻
し
た
呉
三
桂
は
、
明
朝
滅
亡
と
共
に
こ
の
沐
氏

荘
園
を
自
藩
の
所
有
と
し
て
独
占
し
た
。
多
く
の
民
衆
が
藩
役
と
し
て
荘
園
の
耕

作
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
、
他
の
雑
多
な
付
加
税
も
加
わ
り
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
た
）
14
（

。
荘
園
か
ら
の
収
益
は
藩
の
、
と
い
う
よ
り
専
ら
呉
個
人
の
も
の
で
あ
り
、

後
の
反
乱
の
資
金
源
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

反
乱
平
定
後
、
清
朝
は
ま
ず
こ
れ
ら
呉
三
桂
の
私
有
地
を
没
収
し
て
す
べ
て
官

所
有
と
し
、
そ
の
上
で
民
に
支
給
し
耕
作
さ
せ
る
政
策
を
と
っ
た
。
と
こ
ろ
が
民

側
で
は
通
常
の
賦
税
だ
け
で
な
く
、
荘
園
の
小
作
料
も
未
だ
存
在
し
、
逆
に
よ
り

負
担
が
重
く
な
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。『
十
疏
』
に
よ
る
と
、
官
所
有
と

し
た
も
の
の
、
実
際
に
は
荘
園
の
地
主
名
が
未
改
正
の
ま
ま
で
あ
っ
て
、
事
務
手

続
き
上
は
地
主
へ
の
小
作
料
納
入
の
義
務
は
残
さ
れ
て
お
り
、
二
重
徴
収
が
行
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
）
15
（

。
そ
の
た
め
逃
亡
す
る
小
作
人
は
多
く
、
残
さ
れ
た
土
地
は

さ
ら
に
荒
廃
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

こ
の
状
況
に
対
し
、
清
朝
は
蔡
毓
栄
の
主
張
に
従
っ
て
土
地
改
革
を
行
っ
た
。

そ
れ
は
荘
園
そ
の
も
の
の
解
消
で
あ
る
。『
十
疏
』
に
よ
れ
ば
、
他
省
の
事
例
に

基
づ
き
、
い
っ
た
ん
は
官
所
有
と
な
っ
た
荘
園
を
、
そ
の
周
辺
州
県
で
公
売
に
か

け
民
田
化
す
る
「
荘
田
変
価
」
を
毓
栄
は
提
案
し
た
）
16
（

。
他
に
呉
氏
勢
力
か
ら
没
収

し
た
家
産
に
関
し
て
も
同
様
に
売
却
措
置
を
と
っ
た
）
17
（

。
こ
こ
で
得
た
収
益
を
雲
南

復
興
の
根
本
財
源
と
す
れ
ば
、
一
時
的
な
利
益
に
終
わ
ら
ず
「
善
後
之
長
策
」
で

あ
る
と
毓
栄
は
述
べ
る
。
こ
の
措
置
に
よ
り
、
明
末
か
ら
問
題
と
な
っ
て
き
た
多

く
の
「
苛
派
」
を
禁
止
す
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
雲
南
民
衆
の
過
大
な
経
済
的
負

担
を
取
り
除
く
と
同
時
に
、
官
庁
側
は
賦
税
収
入
を
増
加
さ
せ
、
土
地
の
売
却
益

も
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

雲
南
に
お
け
る
土
地
開
墾
に
関
し
て
、
も
う
一
つ
問
題
と
な
っ
た
の
は
軍
屯
制
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度
で
あ
る
。

明
朝
で
は
軍
事
組
織
と
し
て
衛
所
制
が
と
ら
れ
、
軍
戸
は
軍
事
活
動
と
と
も
に

屯
田
を
行
い
、
自
ら
耕
作
し
て
そ
の
収
穫
を
組
織
の
運
営
財
源
と
し
て
い
た
。
し

か
し
明
中
期
に
は
す
で
に
衛
所
制
は
崩
壊
し
始
め
て
お
り
、
一
般
民
戸
に
く
ら
べ

て
過
酷
な
収
奪
を
受
け
た
軍
戸
は
、
徴
税
・
労
役
を
免
れ
る
た
め
多
数
逃
亡
し
減

少
し
て
い
っ
た
。
当
然
耕
作
地
は
荒
廃
し
、
残
っ
た
軍
戸
へ
の
収
奪
は
さ
ら
に
厳

し
く
な
り
、
税
の
支
払
遅
延
額
も
膨
れ
あ
が
っ
て
い
っ
た
。

そ
も
そ
も
明
初
洪
武
期
に
明
軍
が
雲
南
に
進
攻
し
た
際
、
そ
の
大
軍
を
維
持
す

る
食
糧
を
得
る
た
め
、
屯
田
が
盛
ん
に
な
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
明
軍
に

よ
る
平
定
後
も
雲
南
に
留
ま
っ
た
沐
英
と
共
に
、
六
万
人
も
の
明
軍
兵
士
が
そ
の

ま
ま
駐
留
し
、
そ
の
後
も
軍
戸
は
増
え
続
け
、
各
地
に
衛
所
が
置
か
れ
軍
屯
の
拠

点
と
な
っ
た
。
明
末
に
は
屯
田
を
行
う
漢
人
軍
民
は
数
百
万
人
に
上
っ
た
と
も
い

わ
れ
る
）
18
（

。
だ
が
雲
南
に
お
い
て
も
衛
所
制
の
形
骸
化
は
例
外
で
は
な
く
、
清
朝
は

対
応
を
迫
ら
れ
た
。

清
朝
が
各
地
の
守
備
軍
と
し
て
新
た
に
整
備
し
た
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
漢
人

部
隊
で
あ
る
緑
営
で
あ
る
。
雲
南
で
も
反
乱
平
定
後
に
各
地
に
置
か
れ
、
衛
所
は

撤
廃
さ
れ
て
い
っ
た
。
衛
所
に
所
属
し
た
軍
戸
は
各
州
県
に
編
入
さ
れ
、
名
義
上

は
一
般
民
戸
と
な
っ
た
。
た
だ
こ
の
地
が
元
来
農
業
生
産
力
に
乏
し
く
、
物
資
輸

送
も
困
難
な
地
域
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
結
果
と
し
て
明
代
の
軍
屯
制

度
を
踏
襲
す
る
形
で
、
緑
営
兵
と
そ
の
家
族
に
よ
る
屯
田
は
続
け
ら
れ
た
。

蔡
毓
栄
は
呉
三
桂
の
反
乱
中
清
軍
の
兵
餉
調
達
に
奔
走
し
、
そ
の
困
難
さ
を
よ

く
理
解
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
『
十
疏
』
の
な
か
で
、
屯
田
は
「
一
に
増
賦
を
以
て

し
、
一
に
節
餉
を
以
て
し
、
利
す
る
と
こ
ろ
莫
大
な
り
」
と
述
べ
て
、
耕
地
開
墾

を
促
進
さ
せ
る
に
際
し
て
非
常
に
有
益
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
）
19
（

。
荒
廃
し
所
有
者

の
い
な
い
土
地
を
、
緑
営
兵
の
父
兄
に
与
え
て
開
墾
さ
せ
、
数
年
後
に
は
起
科
し

税
徴
収
し
て
緑
営
の
兵
餉
に
充
て
る
こ
と
と
し
た
）
20
（

。
合
わ
せ
て
、
戦
乱
時
の
投
降

兵
に
対
し
て
も
土
地
を
与
え
、
開
墾
さ
せ
る
と
同
時
に
生
活
の
糧
を
与
え
る
こ
と

で
）
21
（

、
反
抗
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
「
一
挙
両
利
」
で
あ
る
と
し
た
。

た
だ
軍
屯
制
度
の
最
大
の
問
題
で
あ
る
軍
戸
に
対
す
る
過
重
な
軍
務
・
労
役
と

税
負
担
に
つ
い
て
は
、
軍
制
が
衛
所
か
ら
緑
営
に
変
化
し
て
も
根
本
は
明
代
同
様

で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
何
の
改
善
も
な
く
軍
戸
の
厳
し
い
状
況
は
そ
の
ま
ま
で

あ
っ
た
。
毓
栄
も
『
十
疏
』
で
こ
の
点
に
は
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
。
康
熙

二
十
一
年
（
一
六
八
二
）
か
ら
康
熙
二
十
七
年
（
一
六
八
八
）
ま
で
は
、
軍
戸
の

未
払
い
の
租
税
免
除
の
措
置
が
と
ら
れ
た
が
）
22
（

、
こ
れ
も
一
時
的
な
対
処
で
し
か
な

く
、
結
局
は
後
継
の
総
督
・
巡
撫
ら
に
問
題
は
積
み
残
さ
れ
た
。

土
地
を
開
墾
し
基
本
的
な
経
済
基
盤
の
回
復
を
図
る
こ
と
は
、
行
政
の
常
套
手

段
で
あ
る
。
だ
が
雲
南
の
場
合
は
「
山
多
く
田
少
し
」「
水
は
舟
通
じ
ず
、
山
は

車
通
じ
ず
」
の
土
地
で
あ
り
、
開
墾
と
そ
こ
か
ら
徴
収
す
る
賦
税
に
よ
る
経
済
回

復
に
は
元
よ
り
限
界
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
治
安
維
持
の
た
め
続
々
と
進
駐
し
て
く

る
多
く
の
緑
営
兵
を
養
う
た
め
に
は
、
彼
ら
自
身
の
屯
田
だ
け
で
は
難
し
く
、
周

辺
他
省
か
ら
の
輸
送
・
援
助
も
困
難
で
あ
っ
た
。
蔡
毓
栄
が
こ
の
問
題
解
決
に
は

「
滇
の
利
に
因
り
滇
の
兵
を
養
う
」
こ
と
が
肝
要
だ
と
し
、
僻
地
で
は
あ
る
が
雲

南
は
「
地
産
五
金
」
の
地
で
鉱
物
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
雲

南
各
地
で
産
出
す
る
銀
・
銅
・
鉛
・
錫
な
ど
の
鉱
物
の
採
掘
事
業
を
、
積
極
的
に

展
開
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
際
、
毓
栄
は
「
民
に
開
採
を
聴
し
て
、
官
そ
の
税
を
収
め
る
」
と
い
う
方

法
が
最
も
適
し
て
い
る
と
考
え
た
。
つ
ま
り
採
掘
事
業
自
体
は
民
間
が
経
営
し
、

そ
の
生
産
の
一
部
を
行
政
は
税
金
と
し
て
徴
収
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
戦
後
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の
財
政
逼
迫
の
な
か
官
営
で
鉱
山
開
発
を
行
え
ば
、
費
用
も
労
力
も
か
か
り
か

え
っ
て
損
害
は
大
き
い
）
23
（

。
そ
こ
で
各
地
の
地
方
官
に
採
掘
可
能
な
鉱
山
を
調
査
さ

せ
た
上
、
資
金
力
の
あ
る
富
裕
層
や
大
商
人
を
経
営
者
と
し
て
招
聘
し
、
産
出
量

の
二
割
を
税
と
し
て
官
に
納
め
さ
せ
た
。
ま
た
別
に
賞
罰
規
定
を
設
け
、
積
極
的

に
開
発
を
進
め
税
収
を
上
げ
た
地
方
官
を
報
奨
す
る
）
24
（

一
方
で
、
別
途
に
官
が
採
掘

を
行
う
こ
と
、
民
営
鉱
山
を
実
力
で
奪
い
利
益
を
上
げ
る
こ
と
を
厳
禁
し
）
25
（

、
税
も

正
規
額
以
上
に
徴
収
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。

こ
う
し
て
産
出
さ
れ
た
鉱
物
は
、
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
。
毓
栄
は
『
十

疏
』
の
な
か
で
、
雲
南
が
他
省
に
比
べ
銅
・
鉛
等
を
得
る
こ
と
が
容
易
な
た
め
、

雲
南
の
人
々
は
「
銭
を
用
い
る
を
以
て
便
と
為
し
」
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
省

内
の
銅
銭
流
通
の
利
便
性
を
述
べ
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
背
景
に｢

開
炉
鼓
鋳
」、

つ
ま
り
雲
南
省
内
に
お
け
る
制
銭
鋳
造
（
官
に
よ
る
銅
銭
の
鋳
造
）
を
盛
ん
に
す

る
こ
と
を
求
め
た
。
当
時
省
内
に
あ
っ
た
鋳
銭
局
と
炉
数
を
示
し
、
さ
ら
に
調
査

の
上
で
臨
安
・
曲
靖
・
楚
雄
・
姚
安
・
永
昌
な
ど
に
新
た
に
鋳
銭
局
を
開
設
し
、

三
、
四
十
炉
増
や
す
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
）
26
（

。

清
朝
は
順
治
元
年
（
一
六
四
四
）
の
北
京
入
城
と
同
時
に
北
京
で
の
制
銭
鋳
造

を
開
始
し
て
お
り
、
権
威
の
正
当
性
を
示
す
と
同
時
に
銅
銭
流
通
の
安
定
化
を

図
っ
た
。
加
え
て
鋳
造
し
た
制
銭
の
公
定
換
算
率
に
よ
る
銀
換
算
値
と
、
そ
の
鋳

造
に
要
し
た
銀
の
総
額
と
の
差
額
＝
鋳
造
差
益
を
得
る
こ
と
で
、
逼
迫
す
る
戸
部

財
政
を
補
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
）
27
（

。『
十
疏
』
の
記
述
で
も
「
出
息
」「
銭

息
」
な
ど
の
語
句
が
登
場
し
、
蔡
毓
栄
が
「
開
炉
鼓
鋳
」
す
る
こ
と
で
雲
南
省
内

で
の
鋳
造
差
益
の
獲
得
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

雲
南
を
含
め
各
省
で
得
ら
れ
た
鋳
造
差
益
は
、
戸
部
へ
送
ら
れ
る
制
銭
鋳
造
に

関
す
る
会
計
報
告
中
で
も
特
に
重
視
さ
れ
た
項
目
で
あ
る
。
清
初
の
苦
し
い
財
政

状
況
の
な
か
で
、
政
府
の
財
政
支
出
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
た
の
は
兵
餉
で
あ
っ
た

が
、
鋳
造
差
益
は
戸
部
に
と
っ
て
重
要
な
兵
餉
財
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
各

省
が
省
内
で
得
た
鋳
造
差
益
を
自
省
の
兵
餉
に
充
て
、
支
出
を
節
減
し
て
税
収
残

額
を
増
や
せ
ば
、
そ
の
分
よ
り
多
く
の
銀
を
戸
部
銀
庫
に
収
蔵
で
き
る
と
し
、
戸

部
は
積
極
的
に
制
銭
鋳
造
を
推
進
し
た
）
28
（

。

雲
南
で
は
反
乱
平
定
直
後
の
康
熙
二
十
年
（
一
六
八
一
）
に
は
、
省
城
（
昆

明
）
と
蒙
自
・
禄
豊
・
大
理
の
鋳
銭
局
で
制
銭
鋳
造
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

翌
年
雲
貴
総
督
と
な
っ
た
蔡
毓
栄
は
、
さ
ら
な
る
鋳
造
差
益
の
増
大
を
狙
い
、
鋳

造
局
と
鋳
造
炉
増
設
を
請
願
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
臨
安
府
に
新
た
な
鋳

銭
局
が
設
置
さ
れ
、
同
時
期
の
他
省
の
制
銭
鋳
造
額
に
比
較
し
て
、
雲
南
は
そ
の

数
倍
規
模
の
鋳
造
額
を
誇
り
、
差
益
も
莫
大
で
あ
っ
た
と
い
う
）
29
（

。
兵
餉
は
従
来
通

り
の
銀
と
制
銭
の
各
半
分
で
支
給
さ
れ
、
官
吏
へ
の
俸
禄
の
ほ
か
省
の
一
切
の
経

費
は
制
銭
で
賄
わ
れ
た
）
30
（

。

（
2
）
政
策
に
対
す
る
評
価

蔡
毓
栄
の
提
示
し
た
雲
南
復
興
策
は
、
そ
の
後
の
歴
代
雲
貴
総
督
及
び
雲
南
巡

撫
た
ち
に
と
っ
て
、
雲
南
統
治
の
重
要
な
指
針
と
な
っ
た
。
彼
ら
の
実
施
し
た
政

策
の
多
く
は
毓
栄
の
政
策
に
原
点
が
あ
り
、
そ
の
範
疇
を
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の

は
見
ら
れ
な
い
。
以
前
拙
稿
に
て
取
り
上
げ
た
雍
正
〜
乾
隆
期
の
総
督
で
あ
っ
た

鄂
爾
泰
や
張
允
隨
の
政
策
も
、
毓
栄
の
も
の
と
内
容
の
重
な
る
部
分
は
多
く
、
清

朝
の
雲
南
統
治
の
基
本
的
姿
勢
を
示
し
た
人
物
と
し
て
評
価
で
き
る
。
雲
南
平
定

後
「
撫
綏
安
集
の
績
、
毓
栄
こ
れ
を
開
き
、
継
文
こ
れ
を
成
す
」
と
も
評
さ
れ
て

い
る
）
31
（

。
『
十
疏
』
に
見
ら
れ
る
蔡
毓
栄
の
政
策
は
、
全
体
と
し
て
毓
栄
個
人
が
独
自
の

観
点
か
ら
示
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
あ
く
ま
で
当
時
の
清
朝
の
方
針
に
添
う
形
で
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史　　　窓

意
見
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
戦
乱
に
よ
る
荒
廃
か
ら
の
回
復
は
、
全
国
規
模

の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
逆
賊
で
あ
る
呉
三
桂
の
弊
害
を
取
り
除
い
て
清
朝
の
直
接

支
配
を
強
め
、
治
安
の
回
復
・
維
持
と
経
済
基
盤
で
あ
る
土
地
開
墾
を
進
め
る
と

い
う
方
向
性
は
、
西
南
地
域
を
統
べ
る
地
方
官
と
し
て
妥
当
な
判
断
で
あ
り
、
新

鮮
味
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
『
十
疏
』
の
政
策
す
べ
て
が
政
府
に
是
と
さ
れ
て
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
例
え
ば
土
司
の
扱
い
に
関
し
て
は
、
現
場
担
当
で
あ
る
蔡
毓
栄
と
康

熙
帝
と
の
間
で
、
意
見
の
異
な
る
点
も
見
ら
れ
る
。

『
十
疏
』
第
六
疏
「
収
軍
器
」
は
、
土
人
及
び
当
地
居
住
の
漢
人
に
武
器
・
弾

薬
を
所
持
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
密
か
に
所
持
あ
る
い
は
売
買
す
る
者
は
厳
し
く
処

罰
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
す
る
。
だ
が
康
熙
帝
は
こ
れ
に
対
し
、
土
人
等
は
弩
弓

長
槍
を
も
っ
て
生
計
を
為
し
て
お
り
、
こ
れ
を
取
り
上
げ
れ
ば
生
活
の
糧
を
奪
う

こ
と
に
な
る
と
し
て
反
対
し
た
）
32
（

。

康
熙
帝
は
土
司
に
対
し
「
撫
綏
」
を
重
視
し
た
。
蔡
毓
栄
を
は
じ
め
雲
南
巡
撫

王
継
文
、
四
川
広
西
巡
撫
哈
占
が
上
疏
し
た
「
征
剿
土
司
」
の
求
め
に
対
し
て
も

「
苗
蛮
を
控
制
す
る
こ
と
、
た
だ
綏
ん
じ
る
に
恩
徳
を
以
て
す
る
に
在
り
、
宜
く

事
を
生
じ
て
騒
擾
す
べ
か
ら
ず
。」
ま
た
「
身
ら
督
撫
為
り
て
、
安
静
撫
綏
を
思

わ
ず
、
た
だ
誅
求
已
む
無
し
、
こ
れ
何
の
理
あ
ら
ん
や
。」
と
述
べ
て
、
あ
く
ま

で
も
「
剿
撫
並
用
」
を
徹
底
せ
よ
と
し
て
い
る
）
33
（

。
あ
え
て
騒
動
を
起
こ
す
よ
う
な

こ
と
は
控
え
る
べ
き
と
の
考
え
で
あ
る
。「
撫
綏
」
を
基
本
に
元
明
以
来
の
土
司

制
度
を
継
続
す
る
方
針
は
、
雍
正
年
間
に
大
規
模
な
「
改
土
帰
流
」
が
行
わ
れ
る

ま
で
、
康
熙
一
代
を
通
し
て
変
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

蔡
毓
栄
の
政
策
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
「
聴
民
開
採
」
を
提
案
し
、
雲
南
の
一

番
の
強
み
で
あ
る
鉱
物
資
源
の
活
用
を
積
極
的
に
推
進
し
た
こ
と
で
あ
る
。
制
銭

鋳
造
と
も
関
連
し
、
後
継
の
督
撫
に
よ
る
雲
南
政
策
の
中
で
も
重
視
さ
れ
、
地
域

の
発
展
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

実
は
康
熙
帝
は
「
聴
民
開
採
」
が
雲
南
の
最
善
策
で
あ
る
と
認
め
つ
つ
も
、
基

本
的
に
は
鉱
山
開
発
は
禁
止
と
の
態
度
を
保
持
し
て
お
り
、
康
熙
三
十
八
年
（
一

六
九
九
）、
四
十
三
年
（
一
七
〇
四
）、
五
十
二
年
（
一
七
一
三
）
と
全
国
的
に
鉱

山
開
発
禁
止
の
上
諭
を
繰
り
返
し
出
し
て
い
る
。
康
熙
帝
は
「
開
礦
事
情
、
甚
だ

地
方
に
益
無
し
」
と
し
、
特
に
許
可
し
た
人
物
と
地
域
以
外
は
一
切
開
発
禁
止
に

し
た
）
34
（

。
次
の
雍
正
帝
は
よ
り
厳
し
く
鉱
山
開
発
を
規
制
し
た
が
、
彼
の
考
え
で
は

鉱
山
労
働
者
は
「
聚
衆
生
事
」
の
存
在
で
あ
り
、
そ
の
採
掘
現
場
一
帯
は
「
聚
衆

蔵
奸
」
の
場
所
で
、
そ
の
管
理
は
困
難
を
極
め
、
社
会
秩
序
を
壊
す
原
因
と
な
る

と
し
て
い
る
）
35
（

。
康
熙
帝
の
懸
念
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

康
熙
帝
は
雲
南
督
撫
に
対
し
て
の
み
例
外
と
し
て
、
当
地
の
民
を
雇
用
し
開
採

す
る
こ
と
を
認
め
た
。
以
来
省
内
の
銅
厰
の
数
は
し
だ
い
に
増
加
し
て
い
き
、
乾

隆
年
間
に
は
雲
南
銅
の
京
師
へ
の
輸
送
開
始
と
相
ま
っ
て
、
銅
厰
数
は
急
速
に
増

え
、
康
熙
年
間
の
倍
以
上
三
十
〜
四
十
厰
が
稼
働
す
る
こ
と
と
な
っ
た
）
36
（

。「
聴
民

開
採
」
は
他
省
と
明
ら
か
に
異
な
る
政
策
で
、
雲
南
独
自
の
も
の
で
あ
り
蔡
毓
栄

が
そ
の
発
端
を
作
り
、
そ
の
後
の
雲
南
経
営
を
左
右
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
一
方
で
『
十
疏
』
で
提
案
し
た
時
点
で
は
、
毓
栄
の
見
通
し
が
甘
か
っ

た
政
策
も
あ
る
。
例
え
ば
緑
営
兵
員
に
よ
る
屯
田
制
度
の
実
施
で
あ
る
。

反
乱
平
定
後
か
ら
続
々
と
増
員
さ
れ
た
雲
南
緑
営
に
対
す
る
兵
餉
は
、
他
地
域

に
比
べ
て
交
通
が
不
便
で
物
価
が
高
い
た
め
、
一
月
分
の
支
給
額
が
実
際
の
需
要

の
半
分
に
も
満
た
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
っ
た
）
37
（

。
ゆ
え
に
屯
田
に
よ
る
収
入
を
兵

餉
に
充
当
す
る
策
は
、
荒
廃
地
の
開
墾
を
も
進
め
、
戦
後
の
雲
南
に
有
効
に
働
い

て
一
定
の
成
果
は
上
げ
た
。
た
だ
そ
も
そ
も
明
代
衛
所
制
下
に
お
け
る
軍
屯
で
も
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清初呉三桂の反乱平定後の雲南経営について

問
題
と
な
り
、
衛
所
制
崩
壊
の
原
因
で
も
あ
っ
た
軍
戸
に
対
す
る
税
糧
負
担
の
苛

酷
さ
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
、
逃
亡
す
る
軍
戸
は
日
々
増
え
、
税
滞
納
額
も
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
た
。
康
熙
二
十
一
年
（
一
六
八
二
）
か
ら
二
十
七
年
（
一
六
八

八
）
ま
で
の
雲
南
省
の
軍
屯
税
糧
滞
納
額
は
銀
が
七
万
千
二
百
両
、
米
麦
が
十
万

七
百
石
で
あ
っ
た
と
い
う
）
38
（

。
課
税
免
除
の
措
置
も
と
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
一
時
的

な
緩
和
策
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
結
局
は
後
に
雲
南
巡
撫
王
継
文
に
よ
り
、「
減
則

貼
墾
」
つ
ま
り
課
税
対
象
と
な
る
開
墾
地
の
等
級
を
低
く
見
積
も
り
、
税
率
を
抑

え
て
軍
戸
の
負
担
を
軽
く
す
る
策
が
た
び
た
び
請
願
さ
れ
る
な
ど
、
後
継
の
督
撫

が
改
善
を
模
索
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
『
十
疏
』
の
な
か
で
見
落
と
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
明
末
か
ら
の
懸
案
で

あ
っ
た
西
南
に
境
界
を
接
す
る
緬
甸
・
安
南
の
諸
勢
力
へ
の
対
策
が
あ
る
。
西
南

地
域
に
清
朝
支
配
が
確
立
し
た
後
も
、
雍
正
・
乾
隆
年
間
に
は
緬
甸
の
木
疏
勢
力

及
び
安
南
の
黎
氏
勢
力
が
雲
南
側
に
た
び
た
び
越
境
し
、
不
法
に
土
地
を
占
拠
す

る
事
件
が
起
き
て
い
る
。
し
か
し
清
朝
は
こ
れ
ら
周
辺
国
の
侵
入
に
対
し
、
徹
底

し
た
辺
境
防
備
を
固
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
方
国
瑜
氏
は
『
十
疏
』
で
は
「
籌

滇
」
が
重
要
で
あ
っ
て
「
籌
辺
」
の
意
は
な
く
、
そ
の
後
も
雲
南
周
辺
の
境
界
防

衛
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
）
39
（

。
こ
の
時
点
で
西
南
辺

境
に
お
け
る
防
衛
意
識
は
低
く
、
周
辺
諸
国
と
の
問
題
は
冊
封
体
制
の
枠
内
で
の

解
決
が
基
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
や
が
て
西
欧
列
強
が
東
南
ア
ジ
ア
の

植
民
地
化
を
進
め
、
清
朝
を
内
陸
か
ら
も
脅
か
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
時

期
の
緬
甸
・
安
南
と
雲
南
の
関
係
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

お　

わ　

り　

に

蔡
毓
栄
が
『
十
疏
』
で
示
し
た
雲
南
復
興
政
策
の
多
く
は
、
彼
以
後
の
総
督
・

巡
撫
に
引
き
継
が
れ
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
修
正
が
加
え
ら
れ
な
が
ら
、
必
要
政
策

と
し
て
繰
り
返
し
提
示
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
逆
に
捉
え
る
と
、
清
初
に
毓
栄
が
示
し

た
雲
南
の
重
要
課
題
が
、
後
世
に
お
い
て
も
同
様
に
議
論
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

根
本
的
解
決
は
非
常
に
困
難
で
雲
南
の
地
域
的
限
界
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

毓
栄
の
政
策
で
最
も
雲
南
に
貢
献
し
た
の
は
「
聴
民
開
採
」
で
、
鉱
山
採
掘
に

伴
い
雲
南
へ
の
漢
人
移
民
は
増
加
、
内
地
化
の
要
求
も
高
ま
り
、
雍
正
期
の
「
改

土
帰
流
」
が
行
わ
れ
る
背
景
を
創
出
し
た
。
ま
た
結
果
と
し
て
、
乾
隆
期
に
は
雲

南
銅
の
産
出
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
京
師
に
お
け
る
制
銭
鋳
造
の
主
原
料
と
し
て
国

家
経
済
や
流
通
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
は
蔡
毓
栄
の
政
策
を
ベ
ー
ス
に
、
以
後
の
総
督
・
巡
撫
等
が
ど
の
よ
う
に

雲
南
経
営
を
展
開
し
た
の
か
よ
り
詳
細
に
分
析
し
、
康
熙
年
間
に
清
朝
が
実
質
的

統
治
を
確
立
さ
せ
て
い
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
本
論
を
通
し
て
、

呉
三
桂
の
雲
南
統
治
に
対
す
る
客
観
的
な
分
析
と
評
価
が
必
要
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
。
清
朝
に
と
っ
て
逆
賊
で
あ
る
呉
の
雲
南
政
策
は
、『
十
疏
』
の
中
で
も
そ

の
弊
害
を
強
調
す
る
ば
か
り
で
あ
り
、
中
国
研
究
者
も
清
朝
に
都
合
の
良
い
史
料

に
つ
ら
れ
て
独
裁
的
・
横
暴
と
断
定
す
る
も
の
が
多
い
。
果
た
し
て
そ
れ
は
正
し

い
の
で
あ
ろ
う
か
、
呉
三
桂
へ
の
評
価
も
再
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

註（
1
）　

拙
稿
「
乾
隆
初
年
の
雲
南
金
沙
江
開
鑿
工
事
に
つ
い
て
│
清
代
雲
南
に
お
け

る
航
道
開
発
の
一
事
例
と
し
て
│
」（『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

要
』
史
学
編
第
五
号
、
二
〇
〇
六
年
）、「
清
代
雍
正
期
に
お
け
る
鄂
爾
泰
の
雲

南
経
営
│
改
土
帰
流
と
地
域
開
発
│
」（『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

紀
要
』
史
学
編
第
六
号
、
二
〇
〇
七
年
）、「
清
代
乾
隆
初
に
お
け
る
張
允
隨
の

雲
南
経
営
│
改
土
帰
流
後
の
雲
南
と
金
沙
江
開
鑿
工
事
│
」（『
京
都
女
子
大
学
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史　　　窓

大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
史
学
編
第
七
号
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。
な
お
こ

れ
ら
の
論
考
は
二
〇
一
〇
年
に
提
出
し
た
博
士
論
文
「
清
代
長
江
中
上
流
域
の

「
開
発
」
と
そ
の
特
質
│
航
道
整
備
事
業
を
通
し
て
│
」
に
ま
と
め
て
い
る
。

（
2
）　

鄒
建
達
「
清
代
雲
貴
総
督
之
建
置
演
変
考
述
」（『
中
国
辺
疆
史
地
研
究
』
第

十
八
巻
第
二
期
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
3
）　

主
な
も
の
と
し
て
、『
清
史
稿
』
巻
二
百
五
十
六
・
列
伝
四
十
三
「
蔡
毓
栄
」、

『
碑
傳
集
』
巻
六
十
六
康
熙
朝
督
撫
中
之
下
「
蔡
毓
栄
傳
」、『
清
史
列
伝
』
巻

七
大
臣
畫
一
傳

正
編
四
「
蔡
毓
栄
」、『
国
朝
耆
獻
類
徴
初
編
』
巻
百
六
十
疆
臣

十
二
「
蔡
毓
栄
」
な
ど
が
あ
り
、
他
に
歴
代
の
雲
南
地
方
志
に
も
伝
が
見
ら
れ
る
。

（
4
）　

蔡
毓
栄
に
関
す
る
論
考
と
し
て
は
、
秦
樹
才
「
蔡
毓
栄
与
清
初
雲
南
治
乱
」

（『
雲
南
教
育
学
院
学
報
』
第
十
五
巻
第
一
期
、
一
九
九
九
年
）、
鄒
建
達
「
清

初
治
滇
述
論
」（『
雲
南
民
族
大
学
学
報
』（
哲
学
社
会
科
学
版
）
第
二
十
三
巻

第
四
期
、
二
〇
〇
六
年
）、
楊
永
福
・
黄
梅
「
試
論
蔡
毓
栄
的
治
滇
思
想
及
其

実
践
│
以
《
籌
滇
十
議
疏
》
為
中
心
│
」（『
文
山
学
院
学
報
』
第
二
十
三
巻
第

一
期
、
二
〇
一
〇
年
）、
馬
亜
輝
「
論
〝
三
藩
之
乱
〞
後
雲
南
的
経
済

復
政

策
」（『
臨
滄
師
範
高
等
専
科
学
校
学
報
』
第
二
十
三
巻
第
二
期
、
二
〇
一
三

年
）
等
が
あ
る
。
以
後
、
反
乱
平
定
に
お
け
る
功
績
及
び
雲
貴
総
督
時
の
政
策

内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
論
考
を
逐
次
参
照
し
た
。

（
5
）　

事
件
の
顛
末
に
つ
い
て
は
『
聖
祖
実
録
』
巻
百
二
十
八
、
康
熙
二
十
五
年
十

二
月
戊
辰
の
条
に
詳
し
い
。
侍
衛
納
爾
泰
と
文
定
国
の
告
発
に
よ
り
、
没
収
す

べ
き
呉
三
桂
の
家
財
横
領
、
呉
の
孫
娘
を
愛
妾
と
し
て
隠
匿
、
逆
賊
の
一
党
で

あ
る
胡
永
賓
を
釈
放
、
事
の
露
見
を
恐
れ
て
の
賄
賂
工
作
な
ど
が
明
ら
か
と
な

り
、
処
分
を
受
け
た
と
い
う
。
ま
た
康
熙
帝
は
そ
の
上
諭
の
な
か
で
毓
栄
を
酷

評
し
て
お
り
、
彼
が
必
ず
し
も
皇
帝
の
信
任
厚
い
存
在
で
は
な
か
っ
た
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
。

（
6
）　

本
稿
で
使
用
し
た
『
籌
滇
十
疏
』
は
、
方
国
瑜
主
編
『
雲
南
史
料
叢
刊
』
第

八
巻
（
雲
南
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
所
収
。
そ
の
後
記
に
よ
れ
ば
、
康

熙
『
雲
南
通
志
』
巻
二
十
九
、
芸
文
三
よ
り
本
文
を
収
録
と
あ
る
。
本
稿
で
は

以
後
『
十
疏
』
と
略
記
す
る
。
文
中
で
引
用
さ
れ
る
蔡
毓
栄
の
政
策
に
関
す
る

史
料
は
、
特
に
註
記
が
な
い
限
り
『
十
疏
』
中
の
記
述
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
7
）　

註（
4
）鄒
建
達
氏
論
文
参
照
。『
世
祖
実
録
』
巻
十
八
、
順
治
二
年
閏
六
月

己
酉
の
条
に
は
、
右
侍
郎
丁
之
龍
が
雲
南
・
貴
州
へ
の
処
置
の
一
つ
と
し
て
す

で
に
「
給
土
司
勅
印
」
を
挙
げ
て
お
り
、
ま
た
倪
蛻
『
滇
雲
歴
年
傳
』
巻
十
に

よ
れ
ば
、
順
治
十
六
年
に
清
軍
が
入
滇
し
て
後
、
呉
三
桂
が
投
降
し
た
土
司
等

に
対
し
「
准
土
司
世
襲
、
悉
給
印
札
」
す
る
こ
と
を
請
い
、
土
司
に
旧
来
の
職

銜
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）　

註（
4
）鄒
建
達
氏
論
文
参
照
。

（
9
）　

註（
4
）鄒
建
達
氏
論
文
参
照
。

（
10
）　
『
聖
祖
実
録
』
巻
百
四
、
康
熙
二
十
一
年
八
月
辛
巳
の
条
。

　
　

兵
部
議
復
、
雲
南
貴
州
総
督
蔡
毓
栄
疏
言
雲
貴
督
標
向
設
四
営
、
兵
四
千
名
。

但
総
督
節
制
両
省
険
要
之
地
、
況
当
回
復
之
初
、
苗
蛮
錯
拠
、
非
設
重
兵
、
不

足
以
資
弾
圧
。
査
各
省
督
標
倶
設
五
営
、
応
如
所
請
。
従
之
。

（
11
）　

註（
4
）鄒
建
達
氏
論
文
参
照
。

（
12
）　

栗
原
悟
『
雲
南
の
多
様
な
世
界
│
歴
史
・
民
族
・
文
化
』（
大
修
館
書
店
、

二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
13
）　

註（
4
）鄒
建
達
氏
論
文
参
照
。

（
14
）　

註（
4
）馬
亜
輝
氏
論
文
参
照
。
ま
た
『
十
疏
』
第
四
疏｢

議
理
財｣

に
は
以

下
の
よ
う
に
あ
る
。

本
朝
開
滇
之
始
、
撥
給
逆
藩
、
遂
致
地
為
藩
荘
、
民
為
藩
役
、
蔵
奸
納
叛
、
有

由
来
矣
。

（
15
）　

註（
4
）鄒
建
達
氏
論
文
参
照
。
ま
た
『
十
疏
』
第
四
疏｢

議
理
財｣

に
は
以

下
の
よ
う
に
あ
る
。

既
奉
旨
悉
帰
有
司
、
給
民
耕
種
、
…
…
然
而
民
賦
之
外
、
別
徴
荘
租
、
則
荘
之

名
猶
未
革
也
。

（
16
）　

土
地
売
却
に
よ
っ
て
具
体
的
に
得
ら
れ
る｢

変
価
銀｣

に
つ
い
て
、『
十
疏
』

第
四
疏｢

議
理
財｣

で
毓
栄
は
、

按
地
則
毎
畝
可
変
銀
四
五
銭
至
一
両
有
奇
、
按
粮
則
毎
石
可
変
銀
十
両
至
二
十

両
有
奇
。
各
按
等
則
而
高
下
之
、
各
令
納
価
免
租
、
与
民
田
一
例
辦
糧
当
差
、

永
除
荘
田
名
色
、
約
可
得
銀
数
万
余
両
。

と
考
え
て
い
た
。

（
17
）　
『
十
疏
』
第
四
疏｢

議
理
財｣

。

又
有
先
年
入
官
叛
産
、
歳
徴
租
穀
無
幾
、
亦
宜
並
行
変
価
、
以
佐
軍
需
。
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清初呉三桂の反乱平定後の雲南経営について

（
18
）　

註（
12
）に
同
じ
。

（
19
）　
『
十
疏
』
第
四
疏｢

議
理
財｣

。

荒
地
宜
屯
墾
也
。
屯
田
之
法
、
一
以
増
賦
、
一
以
節
餉
、
利
莫
大
焉
。

（
20
）　

具
体
的
な
案
と
し
て
は
『
十
疏
』
第
四
疏｢

議
理
財｣

に
よ
る
と
、

査
兵
丁
之
有
父
兄
子
弟
余
丁
者
十
常
五
六
、
請
将
附
近
各
鎮
協
営
無
主
荒
田
、

按
実
有
父
兄
子
弟
余
丁
之
兵
、
毎
名
酌
給
十
畝
或
二
十
畝
、
臣
会
同
撫
提
臣
督

率
鎮
将
営
弁
設
法
借
給
牛
種
、
聴
其
父
子
兄
弟
余
丁
及
時
開
墾
、
漸
図
収
穫
、

以
贍
其
家
。
…
…
三
年
之
後
、
仍
照
民
例
起
科
、
応
納
条
銀
抵
充
月
餉
、
応
輸

夏
秋
二
税
抵
給
月
粮
、
計
所
省
糧
餉
実
多
、
…
…
。

と
し
て
い
る
。

（
21
）　
『
十
疏
』
第
四
疏｢

議
理
財｣
。

投
誠
兵
丁
安
插
為
民
者
、
既
鮮
恒
業
、
…
…
宜
令
有
司
量
撥
荒
田
給
令
墾
種
為

業
、
起
科
之
後
、
編
入
里
甲
。

（
22
）　

註（
4
）馬
亜
輝
氏
論
文
参
照
。

（
23
）　

註（
4
）秦
樹
才
氏
論
文
、
及
び
楊
永
福
・
黄
梅
両
氏
論
文
参
照
。
ま
た
『
十

疏
』
第
四
疏｢

議
理
財｣

に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

雖
有
地
利
、
必
資
人
力
、
若
令
官
開
官
採
、
所
費
不
貲
、
当
此
兵
餉
不
継
之
時
、

安
従
取
給
。
且
一
経
開
鑿
、
或
以
礦
脈
衰
微
、
旋
作
旋
輟
、
則
工
本
半
帰
烏
有
。

即
或
源
源
不
匱
、
而
山
僻
之
耳
目
難
周
。
官
民
之
漏
卮
無
限
、
利
帰
于
公
家
者

幾
何
哉
。

（
24
）　
『
十
疏
』
第
四
疏｢

議
理
財｣

。

親
行
察
験
、
分
別
某
厰
可
開
、
某
処
厰
不
可
開
、
報
部
存
案
。
一
面
広
示
招
徠
、

或
本
地
殷
実
有
力
之
家
、
或
富
商
大
賈
、
悉
聴
自
行
開
採
、
毎
十
分
抽
税
二
分
、

…
…
。
凡
有
司
招
商
開
礦
、
得
税
一
万
両
者
、
准
其
優
昇
。
開
礦
商
民
上
税
三

千
至
五
千
両
者
、
酌
量
給
与
頂
帯
、
使
之
鼓
励
。

（
25
）　
『
十
疏
』
第
四
疏｢

議
理
財｣

。

又
厳
禁
別
開
官

、
厳
禁
勢
豪
霸
奪
民

、
…
…
。

（
26
）　
『
十
疏
』
第
四
疏｢

議
理
財｣

。

臣
請
省
局
蒙
自
局
各
設
炉
至
二
十
座
、
禄
豊
局
設
炉
十
座
、
大
理
下
関
局
設
炉

十
五
座
。
再
請
於
迤
東
之
臨
安
曲
靖
等
府
、
迤
西
之
楚
雄
姚
安
永
昌
等
府
、
酌

量
開
局
、
約
可
設
炉
三
四
十
座
。

（
27
）　

上
田
裕
之
「
清
初
各
省
の
制
銭
供
給
政
策
│
銀
の
時
代
の
清
朝
と
銅
銭
│
」

（『
史
学
』
第
七
十
五
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
28
）　

註（
27
）に
同
じ
。

（
29
）　

註（
27
）上
田
裕
之
氏
論
文
中
の
表
五
に
よ
れ
ば
、
康
熙
二
十
五
年
度
に
お
け

る
雲
南
省
四
鋳
銭
局
で
の
制
銭
鋳
造
額
は
他
省
と
比
較
し
て
五
〜
六
倍
以
上
、

鋳
造
差
益
も
一
〇
万
両
を
超
え
る
規
模
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
30
）　
『
十
疏
』
第
四
疏｢

議
理
財｣

。

制
営
兵
餉
、
宜
令
銀
銭
各
半
兼
支
、
官
俸
役
食
及
本
省
一
切
経
費
、
倶
給
全
銭

銷
算
、
則
銭
之
用
日
広
、
銭
之
息
未
有
不
日
贏
者
。

（
31
）　
『
清
史
稿
』
巻
二
百
五
十
六
、
論
賛
を
参
照
。
継
文
と
は
、
本
文
中
に
も
登

場
し
た
蔡
毓
栄
と
同
時
期
の
雲
南
巡
撫
王
継
文
の
こ
と
で
あ
り
、
後
に
雲
貴
総

督
に
も
就
任
し
、
長
く
雲
南
経
営
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

（
32
）　

註（
4
）楊
永
福
・
黄
梅
両
氏
論
文
参
照
。
ま
た
『
聖
祖
実
録
』
巻
百
六
、
康

熙
二
十
一
年
十
二
月
壬
午
の
条
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

兵
部
議
復
、
雲
南
貴
州
総
督
蔡
毓
栄
疏
言
請
禁
民
人
及
土
司
携
蔵
兵
器
、
並
不

許
漢
人
将
鉛
硝
硫
黄
貨
与
夷
人
、
応
如
所
請
。
得
旨
、
衆
土
司
人
等
全
頼
弩
弓

長
槍
捕
猟
、
以
為
生
計
。
今
概
行
禁
止
、
則
土
司
倶
失
其
生
業
。

（
33
）　

註（
4
）楊
永
福
・
黄
梅
両
氏
論
文
参
照
。
及
び
『
聖
祖
実
録
』
巻
百
二
十
四
、

康
熙
二
十
五
年
正
月
庚
子
の
条
。

　
　

朕
思
従
来
控
制
苗
蛮
、
惟
在
綏
以
恩
徳
、
不
宜
生
事
騒
擾
。
…
…
如
蔡
毓
栄
王

継
文
哈
占
等
、
身
為
督
撫
、
不
思
安
静
撫
綏
、
惟
誅
求
無
已
、
是
何
理
也
。

（
34
）　

王
燕
飛
『
清
代
督
撫
張
允
隨
与
雲
南
社
会
』（
雲
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇

五
年
）、
第
二
章
第
一
節
清
政
府
的
鉱
業
政
策
を
参
照
。

（
35
）　

註（
34
）に
同
じ
。

（
36
）　

厳
中
平
『
清
代
雲
南
銅
政
考
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
七
年
）
参
照
。

（
37
）　
『
十
疏
』
第
四
疏｢

議
理
財｣

。

惟
是
滇
居
天
末
地
方
、
…
…
。
且
滇
之
物
価
、
無
不
与
内
地
相
什
伯
、
兵
丁
一

月
之
餉
、
尚
不
敷
半
月
之
需
、
一
人
之
糧
、
豈
能
饜
父
母
妻
子
数
人
之
口
。

（
38
）　

註（
4
）楊
永
福
・
黄
梅
両
氏
論
文
参
照
。

（
39
）　

註（
6
）『
雲
南
史
料
叢
刊
』
第
八
巻
『
籌
滇
十
疏
』
冒
頭
の
方
国
瑜
氏
に
よ

る
概
説
を
参
照
。


